
テラモトのマット
や人工芝はここ
に該当します。

知っていますか？知っていますか？
テラモトのマット製品には多くの防炎試験登録番号が付与されています。テラモトのマット製品には多くの防炎試験登録番号が付与されています。

※しかし、畳・プラスチック製タイルのように床そのものや上記にあげられる床敷物の類であっても
　概ね2㎡以下の面積のものは、改正法令で言う「じゅうたんなど」には該当していません。

マークマーク

防炎とは、「燃えにくい性質」のことを意味します。
防炎って？

防炎物品の評価基準

防炎物品の効果

防炎表示者

多くの可燃物とともに暮らしている家庭や職場の防火対策として、防炎物品の上手な活用をおすすめします。

防災性能が確認された防災物品には、消防法施行規則第4条の4第1項に基づく防炎表示としての「防炎ラベル」が付いています。
このラベルを付けることができるのは、消防庁長官に登録した次の業者に限られます。
●製造業者　●合板の製造又は防炎処理業者　●防炎処理業者（浸漬法によるもの）　 　
●防炎処理業者（吹付け法によるもの）　●輸入販売業者　●裁断・施工・縫製業者

●カーテン　●布製ブラインド　●暗幕　●展示用の合板 　●どん帳その他舞台において使用する幕　
●舞台において使用する大道具用の合板　●工事用シート

防炎対象物品の指定

じゅうたん〈織りカーペット(だん通を除く)をいう〉、毛せん〈フェルトカーペットをいう〉、
タフテッドカーペット、ニッテッドカーペット、フックドラッグ、接着カーペット及びニードルパンチカーペット、
ござ、人工芝、合成樹脂製床シート及び床敷物(毛皮製床敷物、毛製だん通及びこれらに類するものを除く)をいう。

●じゅうたんなど

使い方はとても簡単！
テラモトのホームページで
マットの価格が計算できます。

https://www.teramoto.co.jp/calculator/

日頃、私たちは燃えやすい物に囲まれて生活しています。
日常生活でのちょっとした失火が原因となり、多くの火災が発生しています。

防炎物品は、マッチやライターなどの炎が当たった部分が焦げるだけで簡単には着火せず、着火した場合でも自己消火性（延焼拡大を
停止させる機能）により容易に燃え広がることはありません。なので、初期段階で火災の発生を防止し、延焼拡大を抑制または阻止する
効果があり、また、防炎効果で火災の成長を抑制することで、初期消火や避難などの火災対応を行う貴重な時間的余裕をもたらします。

防炎物品には、一定の防炎性能が求められています。防炎性能試験基準に定める方法で、じゅうたんなどの場合残炎時間（着火してか
ら炎を上げて燃える状態が止むまでの時間。20秒以下。）と、炭化長（燃え終わったのちの炭化した燃えかすの長さ。10㎝以下。）など
により燃えにくさを測定しその性能を確認し、防炎性能試験基準に適合したものが防炎物品です。テラモトの取扱っているマットなど
は、このじゅうたんなどの防炎性能試験基準と同じです。

簡単にできるマットの価格計算
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